












The Point of Geographical Education and Entrance Exa血 Questionsin Geography: 
On the Consistency between the Governmental Guidelines for Teaching and Senior 
High SchoollUniversity Entrance Exams and the Teacher Employment Test 
伊藤善文*
ITO Yoshifumi 
Abstract : The point of geographical education is to let students cultivate their geographical way of 
viewing and thinking of local features in relation to the natural surroundings and social 
environmental conditions and historical backgrounds. This is also mentioned in the governmental 
guidelines for teaching. In order to cultivate the students' geographical way ofviewing and thinking 
the teachers give lessons by making the students confirm the location of each area andJor region on 
the maps while showing them the geographical expansion. On the other hand， geography teachers 
at junior and senior high schools pay attention to how best to teach geography to their students 
preparing for senior high school or university entrance examinations. The problem is focused on two 
point自.One is whether schoollessons of geography alone can be enough for the students to pass the 
entrance examinations， and the other is whether there is any consistency between entrance 
examination questions and schoollessons in line with the governmental guidelines for teaching. 
In order to make these points clear， 1 examined the geography questions in some entrance 
examinations for se国orhigh school and in the National Center Test for University Admissions. As a 
result， two things became clear. One is that there is some consistency between schoollessons and 
entrance examinations for senior high school and the National Center Test for University 
Admissions and the other is that students need to have the more detailed geographical way of 
thinking and judging as they study more and more. Then 1 wondered how much knowledge of 
geography is required of university students who want to become social studies teachers after 
graduation. And 1 examined geography questions in the Teacher Employment Test. 1 analyzed the 
geography questions in entrance examinations for senior high school， the National Center Test for 
University Admissions and the Teacher Employment Test. As a result， itbecame clear that studying 
geography by finding out the location of some place on the mapand by reading the topographical 
map is necessary for having the fundamental knowledge of geography and for cultivating the 
geographical way ofviewing and thinking. 
Keyword : geographical education， governmental guidelines for teaching， senior high school entrance 














































































































































































出題内容 24年 23年 22年 21年 20年 l
世界のすがた O O O O 01 
世界各地の人々の生活と環境 O O 
世界の諸地域 O 
日本のすがた O O O O 
世界から見た日本
-自然環境の特色 O O O O O 
-人口の特色 O O O O 
-資源と産業の特色 O O O O O 
-地域聞の結びつきの特色 O O O 
日本の諸地域 O O O 





































































きなさい。なお， P， Sは1年の各月の平均気温のうち， 褒 1 平均気温("C)
|P Q R S 


















時 主 題 主な学習内容 学習課題 資料・その他
1 アメリカ合衆国の概要 自然(地形・気候) アメリカ合衆国はどのような 地図帳、白地図、人種
移民の国・多民族国家 固なのだろうか 構成図、地理資料集
2 アメリカ合衆国の農業 世界の食料庫、農業地域、 アメリカ合衆国の農業はどの 地図様、白地図、農業
<学習指導案(路案)> 適地適作、大規模農業、 ような特色があるのだろうか 地域図、地理資料集
3 アメリカ合衆国の工業 世界ーの工業国、工業地 アメリカ合衆国の工業はどの 地図帳、白地図、工業
域、地下資源、工業都市 ような特色があるのだろうか 地域図、地理資料集
4 アメリカ合衆国と日本 日米貿易、貿易の自由化、 日米貿易はどのような特色と 地図帳、白地図、貿易
日本企業の現地生産 課題があるのだろうか 統計、地理資料集
<指導案(略案) > 本時(第2時) 主題;アメリカ合衆国の農業
段階 学習内容 主な発問 予想される発百・恩考 指導上の留意点 資料
導入 -身近な食品 -パン・味噌・食用油の主な -パンは小麦、味噌は大旦、 -小麦、大立、 トウモロコシ
から 原料はなにか。家畜の主な サラダ油は大豆?家畜の (飼料作物)を出させる。
餌はなにか。 餌は?など。 -アメリカは農業国でもあ
展開 -世界の食料 -その原料は主に世界のどこ -アメリカ、カナダ、中国な ることに気づかせる。 -地理資料
庫 で生産されているか。 ど -農業地域を地図で確認さ (農業統計)
-農業生産割 -小麦・大豆・トウモロコシ -小麦は世界2位、大豆は世 せる。 -地図帳(アメ
ムロ のアメリカの生産割合はど 界1位、トウモロコシは世 リカの農業・
れくらいだろうか。 界1位である。 (2008年) 気候区分図)
-栽培地域 -アメリカの農作物の栽培地 -小麦はロッキ一山脈東~ミ -気候などの自然条件と消
-適地適作 域はどうなっているか。 シシッピ川流域など 費地・輸出など社会条件
|・なぜ、この地域にこれらの作物が栽培されているのか。| との関連を考え、 f適地適
作jを導く。
-大規模農業 -アメリカの第一次産業人口 • 2%、10%、20%など . 1.5% (2008年)を導く -地理資料(産
の割合はいくらか。 *日本は2.8%(2008年) 業別人口清成)
-企業的農業 -アメリカの農業従事者一人 一人当たり耕地面積はり -一人当たり耕地面積 -地理資料(主
当たりの耕地面積はいくら 日本の10倍、 20倍、 30倍、 15位aで、日本の約55倍で な園の農業従
-労働生産性 か。日本の何倍か。 50倍、 100倍 あることを説明する。 事者1人あた
| なぜ農業従事者の叩少ない…冶わらず農| -大規模農業、企業的農業 りの耕地面積)
業生産量が多いのだろうか。 労働生産性が高いことを
考えさせる。
-農作物の貿 -アメリカの小麦・大立・ト -小麦・大豆・トウモロコシ -アグリビジネスに触れる -地理資料(貿
易 ウモロコシの輸出割合はど とも世界一 (2008年)であ -アメリカの小麦・大豆・ 易統計)
-アグリピジ れくらいだろうか。 り、日本にも輸出している。 トウモロコシは世界中で -地理資料(ア




-もし、干ばつなどで農作物 -アメリカの輸出量が減る。 がアメリカからの輸入で -新聞記事(干
が不作だったらどうなるだ -農作物が値上がりし、関連 あることに気づかせる。 ばつによる農
ろうか。 する加工品が値上がりする。 作物の不作な
ど)





































40 10 12 14 16 18 20千ドル
1人当たり GNI
① A ② B ③ c @ 0 






























出題分野 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年
地域調査 O O O O O 
国家・民族 O O O 
地形 O O O O O 
気候 O O O O O 
水 O O 
自然災害 O 
環境問題・地域開発 O 
農業・食料 O O O 
林業・水産業 O 
エネルギー・鉱産資源 O O O O 
工業 O O O 
貿易・投資・国際援助 O O 
人口 O O O O O 
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③ 島田駅周辺では. 1895年時点には駅北側の東海道沿いに集落がみられ. 1997年時点には駅南側
にも市街地が展開している。














































出題分野 2013年 2012年 2011年 2010年 2009年
地形図読図 O O 
自然災害 01 
















































よび地理学は5W (When， Where， Who， What， 





















l 上の文章中の( ア }に入る県名者書きなさい。
2 上の文*'"の{ イ }に入る適切な数値を、次のあ~えからlつ還ぴ、その記号を書きなさい。
あ 0.2'-0.3 い 2-3 うお-30 え 2∞ー筑)0
s 問中のA、B、G、Dを頂点とする凶辺形の郡分の実際のjjJ績に最も近いものを、次のあ~えから 1つ遷ぴ、その偲号を書きなさ
い.ただし、医中のA-BIlIま約6問、 B-CIIlは釣4cmである.
あ 1.5km~ い 15.陰口書 う加国富 え荻)km.a
4 凶中のA、目、 C、Dを頂点とするI!!Ul形の郵分に見られない地版記号を、次のあ~えから1つ選ぴ、その蕊号を司書きなさい。
~病PJt い大学 う工場 え殴書館.
5 ~のおーおの文のうち、図から概み取るこ左ができるものを 2つ選ぴ、その記号を書きなさい。
あ 「下平家j 付近の集務の~t覆では、 ltm:中の鉄道地鳴られる。
い 「けんき申うがくえんj絞濁辺では、建設中の道路が見られる。
う r~II8J 付近から東では、建設中の鉄違が見られるa

















































































理解教育の研究第 I 集~ pp.102~103兵庫教育大学
国際理解研究会、を参考にした。なお、学習指導案の
様式は横に、①学習内容、②学習活動、③指導上の留
意点、④資料、⑤評価規準、縦に①導入、②展開、③
まとめ、とするのが一般的であるが、本指導案では、
「鍵になる発問Jを明確にするためこの様式にした。
12)大学入試センターのHPによれば、 2012年実施の地
理Aの問題作成部会のまとめとして、「学習指導要領に
示す目標、内容に即した問題を構成することを、本部
会の根本的な作業と位置付けており、慎重に問題作成
に取り組んだJと記され、地理Bの問題作成部会のま
とめには、「学習指導要領に基づいた基礎的・基本的な
教科書レベルの問題を中心に、地理的知識を基にした
考察カや思考カを必要とする問題まで幅広く包含した
標準的な問題と評価されたと考えている。“地理的なも
のの見方や考え方を問う"という地理の出題方針が定
着したものと考えているJと記されている。
-44-
